
今月の主な内容 
農業の基本施策の見直し……………………………………………2～3 
市議会臨時会（主な議案、各行政委員等紹介）……………………… 4 
異動シーズンです！届け出はお早めに……………………………6～7 
お知らせ・・…………………………………………………………12～20

～春の足音～ 

▲桜・木瓜（ぼけ） 
　（太田地区・東和花木生産組合） 

▼スプレーマム（塩沢地区・大内賢治さん） 

　市内の園芸農家では、自然
の営みよりも一足早く花々に
彩られています。 
　一日一日と木の芽も膨らむ
季節を迎えています。 

月号 3No.4

平成18年3月1日発行 
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施
策
の
対
象
は
、
今
ま
で
の
全

農
家
で
は
な
く
一
定
規
模
以
上
の

認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
に
取
組

む
団
体
な
ど
の
経
営
体
に
限
定
す

る「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」

へ
転
換
さ
れ
ま
す
。

※「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」

は
、
農
業
者
の
減
少
、
高
齢
化
等

農
業
を
取
り
巻
く
課
題
や
世
界
貿

易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
農
業
交
渉

に
お
け
る
国
際
ル
ー
ル
強
化
を
ふ

ま
え
た
対
策
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
意
欲
と
能
力

の
あ
る
担
い
手
に
対
象
を
限
定
し
、

そ
の
経
営
の
安
定
を
図
る
施
策
と

な
り
ま
す
。

捌
支
援
の
対
象

　

次
の
い
ず
れ
か
の
担
い
手
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

①
認
定
農
業
者

　

経
営
規
模
が
四　

以
上

ha

②
集
落
営
農

　

経
営
規
模
が
二
十　

以
上

ha

（
い
づ
れ
も
面
積
緩
和
要
件
が

あ
り
ま
す
。）

捌
支
援
の
内
容

①
諸
外
国
と
の
生
産
条
件
格
差
を

是
正
す
る
た
め
の
補
て
ん

 
（
対
象
品
目
）
麦
、
大
豆
等

②
収
入
の
変
動
の
影
響
を
緩
和
す

＋ 

＋ 

支援の対象 次のいずれかの“担い手”が支援の対象です。 

支援の内容 ２種類の補てんが受けられます 

①諸外国との生産条件格差を 
　是正するための補てん〈ゲタ対策〉 

②収入の変動の影響を緩和する 
　ための補てん〈ナラシ対策〉 

認定農業者 都府県　　４ha以上 
北海道　　10ha以上 

20ha以上 一定の条件を備える集落営農 

※特例あり（次ページ） 

※特例あり（次ページ） ５つの要件 
●農用地の利用集積目標　●規約の作成 

●経理の一元化　●主たる従事者の所得目標 

●農業生産法人化計画の作成 

【対象品目】 
　麦、大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょ 

【対象品目】 
　米、麦、大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょ 

　その年の収入が基準となる収入を下回った場合に、減
収額の９割を補てんします。（生産者から一定の拠出が必
要です。） 

① 

② 

基準 
収入 

9割 

収入 

　担い手の生産コストのうち、販売収入では賄えない部分
を補てんします。 
（生産者ごとの過去の生産実績に基づく支払と、毎年の生
産量・品質に基づく支払の両方で、格差を補います。） 

生産物の販売収入 

担い手の 
生産コスト 

支　払 

支　払 
9割 

　

国
で
は
、
農
業
に
関
す
る
基
本
的
な
施
策
と
し
て
「
経
営
所
得
安
定
対
策
等

大
綱
」
を
定
め
ま
し
た
。

　

大
綱
の
内
容
は
こ
れ
ま
で
全
農
家
を
対
象
と
し
、
品
目
ご
と
の
価
格
に
着
目

し
て
講
じ
て
き
た
対
策
を
集
落
営
農
ま
た
は
認
定
農
業
者
な
ど
の
経
営
体
に
対

象
を
絞
り
経
営
全
体
に
着
目
し
た
対
策
で
農
業
施
策
の
大
転
換
と
言
え
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
産
か
ら
は
今
ま
で
の
品
目
（
米
、
麦
、
大
豆
等
）
ご
と
の
価
格

に
着
目
し
た
対
策
か
ら
、
品
目
を
合
わ
せ
た
合
計
の
所
得
へ
着
目
し
た
所
得
政

策
へ
転
換
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
」
の
概
要
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

農
業
の
基
本
施
策
の
見
直
し
「
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
」

対
象
を
集
落
営
農
等
に
限
定
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る
た
め
の
補
て
ん

 
（
対
象
品
目
）
米
、
麦
、
大
豆
等

※
基
準
収
入
を
下
回
っ
た
場
合
に

減
収
額
の
九
割
を
補
て
ん
（
生

産
者
か
ら
一
定
の
拠
出
が
必
要

で
す
。）

物理的制約 
中山間地域 

複合経営等 

生産調整 

○認定農業者 
　　都府県：４ha 

　　北海道：10ha 
 
○一定の条件を備える集落営農：20ha

基　本　原　則 

経営規模の特例 

所得確保の場合の特例 

経営面積が小さくても農業で相当の所得を得

ている経営は対象となります！ 

①農業所得が基本構想の半分を超え、 
②対象品目の収入、所得又は経営規模の
いずれかが概ね１／３以上の場合 

地域の生産調整面積の過半を受託し、生産調整の推
進に貢献している組織は面積規模を緩和します！ 　 
20ha×生産調整率（その地域で米を作付けていな
い面積の割合）まで〈7haを下限〉 

生産調整組織の場合の特例 

中山間地域は 

20ha×生産調整率×5／8まで〈4haを下限〉 

農地が少ない場合の特例 

集落の農地が少ない地域は面積規模を

緩和します！ 

基本原則の概ね８割まで 
 

［中山間地域の集落営農は５割まで］ 

知事からの申請に基づき、国が“特例基準”を設定します。 

生
き
甲
斐
を
も
っ
て
農
作
業
等
に

従
事
し
な
が
ら
労
働
の
対
価
を
受

け
取
る
し
く
み
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

捌
集
落
営
農
の
進
め
方

　

こ
れ
を
進
め
る
た
め
に
は
、
関

係
農
業
者
が
集
落
内
で
話
し
合
い

を
行
い
、
共
同
の
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
み
な
さ
ん
ご
自
身
の

農
業
に
つ
い
て
将
来
の
見
通
し
を

立
て
、
ど
の
様
な
参
加
が
で
き
る

か
を
検
討
し
た
上
で
、
個
人
個
人

の
条
件
や
夢
を
、
集
落
営
農
を
行

う
上
で
の
合
意
事
項
と
し
て
取
り

ま
と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

捌
市
内
の
取
り
組
み
状
況

　

市
で
は
、
福
島
県
お
よ
び
み
ち

の
く
安
達
農
業
協
同
組
合
と
共
に
、

安
達
地
域
集
落
営
農
推
進
協
議
会

を
設
立
し
、
市
内
に
モ
デ
ル
地
域

を
設
定
し
て
集
落
で
の
話
し
合
い

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
モ
デ
ル
地
域
以
外
の
集

落
で
も
、
順
次
話
し
合
い
を
進
め

る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

農
政
課
総
合
農
政
係
ま
た
は

　

各
支
所
農
政
課
農
政
係

　

兼
業
農
家
や
高
齢
者
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
農
業
者
が
共
同
で
営
農
に

携
わ
り
、
集
落
の
問
題
を
集
落
の

み
ん
な
で
解
決
す
る
農
業
の
し
く

み
で
あ
り
「
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
」
の
対
象
と
な
る
経
営
体

で
す
。

【
五
つ
の
要
件
】

・
農
用
地
の
利
用
集
積
目
標

・
規
約
の
作
成

・
経
理
の
一
元
化

・
従
事
者
の
所
得
目
標

・
農
業
生
産
法
人
化
計
画
の
作
成

捌
集
落
営
農
の
必
要
性

　

農
地
の
所
有
権
は
そ
の
ま
ま
個

人
が
有
し
な
が
ら
農
地
の
利
用
を

共
同
で
行
い
、
農
作
業
を
容
易
に

す
る
た
め
農
地
を
集
積
し
て
効
率

化
を
図
り
、
農
業
機
械
も
共
同
管

理
す
る
こ
と
に
よ
り
営
農
コ
ス
ト

を
縮
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
齢
者
や
兼
業
農
家
等
も
そ
れ

ぞ
れ
集
落
内
で
の
役
割
を
担
い
、

集
落
営
農
と
は
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■
常
勤
の
特
別
職
の
給
与
の
支
給

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

市
長
の
給
料
月
額
を
三
十
パ
ー

セ
ン
ト
減
額
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
施
行
は
二
月
一
日
か
ら
と

し
て
い
ま
す
が
、
実
質
的
な
減
額

の
効
果
が
就
任
の
日
か
ら
生
じ
る

よ
う
、
二
月
の
給
料
の
額
で
所
定

　

市
議
会
臨
時
会
は
、
一
月
二
十
三
日
に
招
集
さ
れ
、
二
十
六
日
ま
で
の
四
日
間
を
会
期
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
に
は
、
常
勤
の
特
別
職
の
給
与
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
の
ほ
か
合
併
に
伴
う
新
市
の
平
成
十
七
年
度
予
算
、
各
行
政
委
員
会
委
員
等
の
選
任
の
同
意

な
ど
、
議
案
三
十
六
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
議
案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
市
平
成　

年
度
予
算
な
ど
を
審
議

１７
　

昨
年
十
二
月
一
日
か
ら
の
新
市

の
行
政
執
行
に
あ
た
り
、
一
般
会

計
の
ほ
か
十
七
の
特
別
会
計
、
四

つ
の
企
業
会
計
を
そ
れ
ぞ
れ
予
算

調
製
し
た
も
の
で
、
市
長
職
務
執

行
者
が
専
決
処
分
し
た
暫
定
予
算

を
包
含
す
る
も
の
で
す
。

■
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
総
額
は
、
百
三
十
一

億
六
百
八
十
五
万
七
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
市
税
、
地
方
交
付

税
な
ど
の
合
併
後
に
見
込
ま
れ
る

一
切
の
収
入
見
込
額
の
ほ
か
、
昨

年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
各
市
町

の
決
算
剰
余
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
同
様
に
合
併
後
に

の
調
整
措
置
を
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

条

例

予

算

執
行
、
支
払
予
定
の
経
費
を
計
上

し
た
ほ
か
、
次
の
予
算
を
計
上
し

ま
し
た
。

▽
市
長
選
挙
お
よ
び
県
議
会
議
員

補
欠
選
挙
執
行
経
費

▽
新
市
と
な
っ
て
県
か
ら
事
務
移

管
さ
れ
た
旧
三
町
に
係
る
生
活

保
護
そ
の
他
福
祉
事
務
所
関
係

経
費

▽
国
庫
補
助
金
交
付
決
定
に
伴
う

あ
だ
ち
保
育
園
整
備
事
業
債
の

繰
上
償
還
費

▽
学
校
等
公
共
施
設
の
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
経
費

■
特
別
会
計
（
十
七
会
計
）

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か

十
六
会
計

■
企
業
会
計
（
四
会
計
）

　

二
本
松
市
水
道
事
業
会
計
ほ
か

三
会
計

人

事

　

助
役
・
各
行
政
委
員
会
委
員
の

選
任
ま
た
は
任
命
に
つ
い
て
、
市

議
会
よ
り
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
委
員
長
等
が
互
選
さ
れ
ま
し

た
。
就
任
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。　
　
　
  
（
敬
称
略
）

助　
　

役

教
育
委
員
会
委
員
長

教
育
委
員
会
教
育
長

教
育
委
員
会
委
員

　

渡
邉　

貞
雄　

（
油
井
字
大
森
腰
）

　

齋
藤　

一
夫　

（
太
田
字
若
宮
）

　

山
崎　

友
子　

（
東
新
殿
字
塩
ノ
作
）

代
表
監
査
委
員

監
査
委
員

市
川　

清
純　

（
袋
内
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
長

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

春
日　

長
八　

（
智
恵
子
の
森
）

　

渡
辺　

ト
シ
子　

（
根
崎
）

　

齋
藤　

政
昭　

（
木
幡
字
仲
之
内
）

　

移
川　

文
彌　

（
小
浜
字
新
町
）

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

朝
倉　

久
勝　

（
下
川
崎
字
上
戸
ノ
内
）

　

紺
野　
　

節　

（
戸
沢
字
黒
少
内
）

　

和
田　

健
一　

（
三
原
町
）

▲市長提案理由説明

市議会
臨時会

渡邊　專一

（松岡）

懸田　弘訓

（表）

水田　莞爾

（郭内）

安齋　永重

（上川崎字山崎）

鈴木　作登志

（上蓬田）

鬼滿　悦夫

（小浜字鳥居町）
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優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優

木
幡
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
フ
ル
ズ
（
木
幡
第
二
小
）
が
優
勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝

〜
第　

回
県
綱
引
選
手
権
大
会
〜

２２
　

大
会
は
一
月
二
十
九
日
に
あ
づ

ま
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
小

学
生
三
百
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
超
の

部
へ
出
場
し
た
木
幡
第
二
小
児
童

八
名
の
選
手
に
よ
る
チ
ー
ム
が
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
第
十
回
か
ら
第
二
十
回

大
会
に
か
け
て
十
一
連
覇
の
偉
業

を
達
成
し
て
全
国
大
会
へ
連
続
出

場
し
た
木
幡
弁
天
綱
引
ク
ラ
ブ
の

伝
統
を
受
け
継
ぐ
子
供
た
ち
の
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶
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乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　

前
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
で
国

際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）の
緒
方

貞
子
理
事
長
が
二
本
松
市
を
表
敬

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

緒
方
さ
ん
と
は
、
一
昨
年
ア
メ

リ
カ
の
ダ
ー
ト
マ
ス
ク
ラ
ブ
か
ら

「
朝
河
貫
一
賞
」
が
贈
呈
さ
れ
た
と

き
、
祝
辞
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
の
が
ご
縁
で
、
そ
の
際
、
二
本
松

市
に
き
て
い
た
だ
き
た
い
と
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
の
約

束
が
実
現
し
て
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

緒
方
さ
ん
は
、「
人
間
の
安
全
保

障
」
と
い
う
新
し
い
枠
組
み
を
策
定

さ
れ
、
世
界
の
人
び
と
が
尊
厳
あ

る
生
命
を
全
う
で
き
る
社
会
づ
く

り
に
取
り
組
ま
れ
て
こ
ら
れ
た
方

で
あ
り
、
国
際
協
力
や
朝
河
貫
一

博
士
に
つ
い
て
話
し
を
致
し
ま
し

た
。

　

特
に
、「
二
本
松
青
年
海
外
協

力
隊
訓
練
所
の
隊
員
候
補
生
が
多

く
の
市
民
に
励
ま
さ
れ
あ
り
が
た

く
思
う
」
と
支
援
に
感
謝
さ
れ
る

と
共
に
将
来
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ゆ
き

た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。「
現
場

主
義
」
は
自
分
の
信
念
で
も
あ
る
。

ま
た
海
外
の
現
場
に
足
を
運
ぶ
こ

と
に
な
り
そ
う
だ
と
も
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

朝
河
博
士
は
、
平
和
思
想
に
根

ざ
す
祖
国
愛
に
燃
え
た
活
動
、
優

れ
た
国
際
感
覚
、
そ
の
精
神
は
、

私
た
ち
に
歩
む
べ
き
道
を
示
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
緒
方
さ
ん
や
朝
河

博
士
の
高
い
志
と
広
い
学
識
に
学

び
、「
国
際
社
会
の
中
で
活
躍
で
き

る
心
豊
か
な
た
く
ま
し
い
人
づ
く

り
」
と
青
年
海
外
協
力
隊
訓
練
所

の
あ
る
市
と
し
て
協
力
隊
へ
の
支

援
、
国
際
交
流
都
市
二
本
松
の
実

現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
晨

新
し
い
晨

新
し
い
晨

〜
市
長
か
ら
の
手
紙
〜

あ
さ
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甲
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福
島
商
高
三
年
生
の
根
本
真
奈

美
さ
ん
（
永
田
四
丁
目
）
ら
四
人

の
二
本
松
町
お
こ
し
チ
ー
ム
は
、

大
阪
府
の
大
阪
商
業
大
が
文
部
科

学
省
の
補
助
を
受
け
て
起
業
教

育
・
起
業
家
育
成
の
一
環
と
し
て

全
国
の
高
校
生
か
ら
募
集
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
甲
子
園
に
応

募
し
見
事
三
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
の
タ
イ
ト
ル
は
「
玉

よ
う
か
ん
で
二
本
松
の
ち
ょ
う
ち

ん
祭
り
」。
二
本
松
の
銘
菓「
玉
よ

う
か
ん
」
と
「
ち
ょ
う
ち
ん
祭
り
」

を
組
み
合
わ
せ
、
玉
よ
う
か
ん
を

食
べ
て
ミ
ニ
チ
ュ
ア
太
鼓
台
が
で

き
る
よ
う
発
案
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
ど
根
本
さ
ん
ら
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
は
三
好
祥
夫
校
長
、

担
当
教
諭
と
と
も
に
市
役
所
を
訪

れ
、
市
長

へ
受
賞
の

報
告
を
行

い
ま
し
た
。

▲市長へ受賞報告をした根本さんら
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届け出期限届け出に必要なもの届の種類こんなとき

本市に来てから

１４日以内

届出人の印鑑

転出証明書

（前住所地で発行します）

国民年金手帳、国民健康保

険証（加入者のみ）

介護保険受給資格証明書

（資格者のみ）

小・中学生のいる方は在学

証明書

転入届

市外から

移ってき

たとき

本市から他の

市区町村へ

移る日まで

届出人の印鑑

国民健康保険証、老人医

療受給者証、介護保険証

（加入者のみ）

印鑑登録証（登録者）

転出届
市 外 へ 

移るとき

転居した日から

１４日以内

届出人の印鑑

国民年金手帳、国民健康

保険証、老人医療受給者

証、介護保険証（加入者の

み）

転居届

市 内 で

住 所 を

変更した

とき

変更のあっ

た日から

１４日以内

届出人の印鑑

国民健康保険証（加入者の

み）

世帯主

変更届

世帯主が

変わった

とき

住
所
の
異
動
届

　

住
民
登
録
は
、
市
民
の
居
住
関

係
の
公
証
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録
、

小
・
中
学
校
の
入
学
、
医
療
費
の

助
成
、
各
種
検
診
な
ど
の
基
本
と

な
り
ま
す
の
で
、
異
動
が
あ
っ
た

場
合
は
必
ず
期
限
内
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
転
出
・
転
居
を
す
る
場

合
は
、
子
供
の
転
校
に
関
す
る
届

け
出
、
水
道
の
開
閉
栓
の
届
け
出

（
使
用
ま
た
は
停
止
日
の
二
日
前

ま
で
）
を
行
い
、
郵
便
局
や
Ｎ
Ｈ

Ｋ
・
電
話
・
電
気
・
ガ
ス
会
社
に

も
忘
れ
ず
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

待
ち
時
間
に
余
裕
を
！

　

市
役
所
市
民
課
・
各
支
所
市
民

生
活
課
の
窓
口
は
、
こ
れ
か
ら
の

時
期
、
週
初
め
や
金
曜
日
、
ま
た

昼
休
み
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
時
間
帯
を
避
け
る
か
、

待
ち
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
ご
来

庁
く
だ
さ
い
。
市
役
所
は
土
・
日

曜
日
、
祝
日
は
休
み
で
す
が
、
戸

籍
の
届
け
出
の
受
け
付
け
（
死
亡
、

出
生
、
婚
姻
、
離
婚
届
等
）
と
埋
・

火
葬
許
可
証
の
発
行
は
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
戸
籍
謄
（
抄
）
本
、
住

民
票
の
写
し
は
、
郵
便
請
求
も
で

き
ま
す
。

　

市
民
課
窓
口 

日
曜
サ
ー
ビ
ス　

　

市
役
所
市
民
課
窓
口
日
曜
サ
ー

ビ
ス
は
、
日
曜
日
の
午
前
中
、
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
開

設
し
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
、

戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
書
・
個
人

事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄
抄
本
）
、
所

得
証
明
書
、
自
動
車
臨
時
運
行
許

可
な
ど
の
各
種
証
明
書
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
住
民
異
動
届

に
つ
い
て
は
、
お
取
り
扱
い
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
税
務
証
明
な
ど
の
一
部
に
も
、

お
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務
が

あ
り
ま
す
。

住民異動の主な届け出

異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ででででででででででででででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

異
動
シ
ー
ズ
ン
で
す
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出
ははははははははははははははははははははははははははははははははは
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ

　
　
　

届
け
出
は
お
早
め
にににににににににににににににににににににににににににににににににに

三
月
、
四
月
は
就
職
や
転
勤
、
進
・
入
学
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

　

三
月
、
四
月
は
就
職
や
転
勤
、
進
・
入
学
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。。

引
っ
越
し
さ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
忘
れ
て

　

引
っ
越
し
さ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
忘
れ
て
なな

ら
な
い
の
が
住
所
の
届
け
出
で
す
。
こ
の
時
期
は
、
市
役

ら
な
い
の
が
住
所
の
届
け
出
で
す
。
こ
の
時
期
は
、
市
役
所所

市
民
課
・
各
支
所
市
民
生
活
課
の
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま

市
民
課
・
各
支
所
市
民
生
活
課
の
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
すす

の
で
、
必
要
な
届
け
出
は
早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し

の
で
、
必
要
な
届
け
出
は
早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょょ

う
。
ま
た
、
引
っ
越
し
に
よ
っ
て
出
さ
れ
る
粗
大
ゴ
ミ
等
は

う
。
ま
た
、
引
っ
越
し
に
よ
っ
て
出
さ
れ
る
粗
大
ゴ
ミ
等
は
、、

適
切
に
処
分
し
ま
し
ょ
う

適
切
に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。。
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届け出に必要なものこんなとき

他の市区町村の転出証明書他の市区町村から転入してきたとき

国
保
に
入
る
と
き

職場の健康保険をやめた証明書職場の健康保険をやめたとき

被扶養者になれない理由の証明書職場の健康保険の被扶養者から外れたとき

保険証、母子健康手帳子供が生まれたとき

保護廃止決定通知書生活保護を受けなくなったとき

外国人登録証明書、パスポート外国人が入るとき

保険証他市区町村へ転出するとき
国
保
を
や
め
る
と
き

国保と職場の健康保険証

（両方）

職場の健康保険に加入したとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

保険証、死亡を証明するもの死亡したとき

保険証、保護開始決定通知書生活保護を受けることになったとき

保険証、外国人登録証明書外国人が転出、出国するとき

保険証、年金証書退職者医療制度に該当したとき

そ
の
ほ
か
の
と
き

保険証

退職者医療制度に該当しなくなったとき

市内で住所が変わったとき

世帯主や氏名が変わったとき

世帯合併や世帯分離をしたとき

保険証、在学証明書修学のため、子どもが他の市区町村に転出したとき

保険証出稼ぎや長期旅行で、別に保険証が必要なとき

保険証、在園証明書施設に入所したとき

本人であることを証明するもの
（使えなくなった保険証）

保険証をなくしたり、あるいは汚れて使
えなくなったりしたとき

※外国人に関する手続き以外は印鑑が必要です。

日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
届
け
出
る
人
の
印
鑑
、

母
子
健
康
手
帳
、
届
出
用
紙
に
医

師
等
の
出
生
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
保
の
加
入
や
乳

幼
児
医
療
費
の
助
成
、
児
童
手
当
、

出
産
育
児
一
時
金
な
ど
の
申
請
手

続
き
も
併
せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
結
婚
し
た
ら
婚
姻
届

　

届
け
出
に
は
、
夫
婦
の
印
鑑
と

証
人
と
し
て
成
年
二
人
の
署
名
、

押
印
が
必
要
で
す
。
市
内
に
本
籍

戸
籍
の
届
け
出

■
本
籍
を
移
す
に
は
転
籍
届

　

本
籍
を
移
す
と
き
は
、
転
籍
届

を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住
所
の
異
動
届
だ
け
で
は
、
本
籍

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。（
届
け
出
の

際
は
「
戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
書

（
戸
籍
謄
本
）」
一
通
が
必
要
）

■
出
生
届
は
十
四
日
以
内
に

　

子
供
が
生
ま
れ
た
日
か
ら
十
四

の
な
い
方
は
、
戸
籍
の
全
部
事
項

証
明
書
（
戸
籍
謄
本
）
を
添
え
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
未
成
年
の
方

は
両
親
の
同
意
が
必
要
で
す
。

■
死
亡
届
は
七
日
以
内
に

　

死
亡
届
は
、
死
亡
し
た
日
か
ら

七
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
届
出
人
の
印
鑑
と
医
師

の
死
亡
診
断
書
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
保
、
国
民
年
金

の
喪
失
手
続
き
、
葬
祭
費
の
申
請
、

印
鑑
登
録
証
、
老
人
保
健
の
医
療

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
届
出
を
持
参
し
た
方

に
、
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
が
添

付
さ
れ
て
い
る
身
分
証
明
書
を
提

示
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

市
役
所
市
民
課
市
民
記
録
係

各
支
所
市
民
生
活
課
窓
口
係

引
っ
越
し
の
多
い
時
期
で
す

不
要
と
な
る
物
の
処
分
は 

お
早
め
に
!

粗
大
ご
み（
家
具
等
）

▽
直
接
搬
入

　

も
と
み
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

直
接
搬
入
す
れ
ば
、
無
料
で
処
理
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
畳
、
布
団
、

マ
ッ
ト
レ
ス
（
ス
プ
リ
ン
グ
入
り
を

除
く
）
は
、
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き

百
三
十
円
の
処
理
手
数
料
が
か
か
り

ま
す
。

▽
個
別
収
集

　

市
に
個
別
収
集
（
月
二
回
）
を
申

し
込
む
場
合
、
一
個
に
つ
き
千
三
百

円
の
収
集
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
な

お
、
回
収
日
は
毎
月
十
日
（
締
め
切

り
前
月
末
日
）、
二
十
五
日
（
締
め
切

り
当
月
十
五
日
）
の
平
日
で
、
土
日

祝
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま
す
。

家
電
製
品
四
品
目（
テ
レ
ビ
、エ
ア

コ
ン
、冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、洗
濯
機
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
か
か
り
ま

す
。
郵
便
局
で
手
続
き
し
、
メ
ー

カ
ー
の
指
定
引
取
場
所
に
直
接
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
購

入
店
や
専
門
業
者
に
手
続
き
、
運

搬
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
系
パ
ソ
コ
ン

　

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
か
か
り
ま

す
。
メ
ー
カ
ー
に
回
収
を
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

不
適
ご
み
（
自
動
車
、バ
イ
ク
用
品
、

ス
プ
リ
ン
グ
入
り
マ
ッ
ト
レ
等
）

　

専
門
業
者
等
に
処
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
ご
み

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
せ
る
ご
み

に
つ
い
て
は
、
分
別
方
法
に
従
っ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

国保の届け出・変更は１４日以内に
　国保の届け出は、住所の変更や職場の保険に加入（喪失）したときなど
は、１４日以内に届け出をしてください。
　また、就学のため市外にお住みになる学生の方には、家族とは別の保険
証を交付しますので、在学証明書を持参のうえ、国保年金課国保係または
各支所市民生活課窓口係で手続きをしてください。

いろいろな国保の届け出

受
給
者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
の
返
還
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
埋
・
火
葬
許
可
証
は
、

届
け
出
の
際
に
お
渡
し
し
ま
す
。

  　

戸
籍
や
住
民
異
動
の

　

届
け
出
の
際
に
は　
　

    
身
分
証
明
書
の
提
示
を   

　

全
国
各
地
に
お
い
て
、
婚
姻
・

離
婚
・
養
子
縁
組
・
住
民
異
動
な

ど
の
虚
偽
の
届
出
事
件
が
多
発
し
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二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
はははははははははははははははははははは
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
とととととととととととととととととととと
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
とととととととととととととととととととと
のののののののののののののののののののの
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働
のののののののののののののののののののの
まままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
をををををををををををををををををををを
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
まままままままままままままままままままま

二
本
松
市
は
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

改
革
・
自
立
・
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
地
方

分
権
社
会
の
到
来
や
国
・
地
方
の

深
刻
な
財
政
難
な
ど
に
よ
り
今
ま

で
の
行
政
主
導
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
進
め
方
で
は
対
応
で
き
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
二
本
松
市
は
、

「
市
民
と
の
協
働
ま
ち
づ
く
り
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
市
政
改
革

に
着
手
し
て
い
ま
す
。

協働のまちづくりとは

　市民の皆さんと行政が、二本松市のまちづく

りの担い手として役割と責任を分担しながら共

に考え、協力し、助け合い、行動しながらまち

づくりを進めることです。

　市民と行政が協働することにより行財政環境

が厳しくとも「市民のしあわせ」の実現を目指

していきます。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り 

推
進
指
針

　

合
併
前
の
旧
二
本
松
市
で
は
、

市
民
公
募
の
委
員
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
「
市
民
と
の
協
働
」
の
実
現

に
向
け
た
羅
針
盤
と
し
て
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
、「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
指
針
」
の
内
容
に
つ

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
団

体
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
新
市
の
「
指
針
」
と
し
て
確

定
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

s
h
is
e
ik
a
ik
a
k
u

@
c
ity
.n
ih
o
n
m
a
ts
u
.lg
.jp

▲協働のまちづくり推進指針の提言

協
働
の
ま
ち
づ
く
り 

推
進
指
針
の
主
な
内
容

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担

　

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
や
地
域
、
市
民
活
動

団
体
、
企
業
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
と
責
任
を
分
担
し
進
め
て

い
き
ま
す
。
指
針
の
中
で
は
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
し
て
、
次
の
事
項

を
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
役
割

・
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
こ

と
の
意
識
を
持
ち
、
積
極
的
に

地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
す
る
こ
と

・
自
ら
が
解
決
で
き
る
こ
と
は
自

分
た
ち
で
解
決
す
る
よ
う
に
努

め
る
こ
と

　

行
政
の
役
割

　

協
働
の
基
盤
作
り
と
し
て
、

・
徹
底
し
た
情
報
公
開
と
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
収
集
の
仕

組
み
づ
く
り

・
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
へ
の
参

加
の
仕
組
み
の
整
備

・
市
民
の
皆
さ
ん
や
地
域
、
市
民

活
動
団
体
が
活
動
し
や
す
い
環

境
の
整
備

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を 

実
現
す
る
た
め
の
施
策

▽
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
る
た
め
情
報
の
共
有
化
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、

・
財
政
状
況
、
税
金
の
使
い
道
な

ど
の
徹
底
し
た
公
開

・
市
民
満
足
度
調
査
、
市
民
窓
口

ア
ン
ケ
ー
ト
の
検
討

▽
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
施
策
と
し
て

・
講
演
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の

啓
発
運
動
の
実
施

・
地
域
で
の
協
働
の
場
と
機
会
の

整
備

▽
地
域
、
市
民
活
動
団
体
の
活
動

支
援
と
し
て
、

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

・
市
民
発
意
に
よ
る
協
働
事
業
の

公
募
と
支
援

な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
進
め
方

　

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指

針
」
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

公
開
し
、
各
住
民
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
も
配
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

反
映
さ
せ
な
が
ら
、
新
市
の
指
針

と
し
て
確
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、　

年
度
に
は
「
協
働
の

１８

ま
ち
づ
く
り
実
現
計
画
」
を
検
討

し
、
具
体
的
な
施
策
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

◎
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

総
合
政
策
部 
改
革
推
進
課

緯 
（　

）
１
１
１
１

２３

Ｆ
Ａ
Ｘ
（　

）
７
０
２
３

２２

　

Ｅ
メ
ー
ル
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先
月
号
で
は
、「
介
護
予
防
」

「
自
立
支
援
」
の
強
化
を
目
標
と

し
た
新
し
い
介
護
保
険
制
度
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
要
介

護
・
要
支
援
状
態
の
判
定
基
準
が

変
更
に
な
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
介
護
予
防
を
推

進
す
る「
地
域
支
援
事
業
」と「
新

予
防
給
付
」
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

 
地
域
支
援
事
業
と
は
…

　

生
活
機
能
が
低
下
し
て
い
て
、

介
護
が
必
要
と
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
高
齢
者
の
方
に
介
護
予
防
の
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ
ま

す
。
こ
の
事
業
は
次
の
三
つ
の
事

業
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
介
護
予
防
事
業

▼
対
象
者
の
把
握

　

健
康
診
査
で
の
生
活
機
能
の

チ
ェ
ッ
ク
や
、
保
健
師
な
ど
の
訪

問
活
動
、
主
治
医
な
ど
か
ら
の
連

絡
、
本
人
や
家
族
か
ら
の
相
談
を

も
と
に
、
生
活
機
能
が
低
下
し
て

い
る
方
を
把
握
し
ま
す
。

▼
介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成

　

介
護
予
防
が
必
要
で
あ
る
と
判

断
さ
れ
た
場
合
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
な
ど
が
本
人

の
承
諾
を
得
て
介
護
予
防
プ
ラ
ン

を
作
成
し
ま
す
。

▼
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供

　

市
の
保
健
セ
ン
タ
ー
等
に
通
っ

て
各
種
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

た
り
、
保
健
師
な
ど
が
自
宅
を
訪

問
し
て
各
種
の
指
導
を
し
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施

後
に
、
介
護
予
防
の
効
果
を
確
認

し
ま
す
。

【
介
護
予
防
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

・
運
動
器
の
機
能
向
上

・
栄
養
改
善

・
口
腔
機
能
の
向
上

・
閉
じ
こ
も
り
予
防
、
認
知
症
予

防
、
う
つ
予
防

②
包
括
的
支
援
事
業

▼
継
続
的
な
支
援
の
提
供

　

介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
た
方
が
、
望
ま
し
い
状
態
に

な
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
な
が
ら
、

高
齢
者
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

▼
安
心
の
暮
ら
し
を
支
援

　

総
合
相
談
や
権
利
擁
護
事
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
判
断
能
力

の
衰
え
て
き
た
方
の
権
利
や
財
産

を
守
り
、
虐
待
な
ど
が
な
い
よ
う

総
合
的
な
支
援
を
し
ま
す
。

③
任
意
事
業

　

そ
の
他
に
次
の
よ
う
な
事
業
を

行
い
ま
す
。

・
家
族
介
護
教
室

・
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

・
家
族
介
護
者
交
流
事
業

・
食
の
自
立
支
援
事
業
（
配
食

サ
ー
ビ
ス
）

・
介
護
相
談
員
派
遣
事
業　

な
ど

擁
護
の
た
め
の
活
動
を
し
ま
す
。

○
よ
り
よ
い
介
護
の
た
め
に
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
支
援
し
ま
す
。

（
高
齢
福
祉
課
）

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
ををををををををををををををををををををををををを
推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

介
護
予
防
を
推
進
す
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
ととととととととととととととととととととととととと
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給

地
域
支
援
事
業
と
新
予
防
給
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付

み
ん
な
の
あ
ん
し
ん  
介
護
保
険

 
新
予
防
給
付 

（
予
防
サ
ー
ビ
ス
）
と
は
… 

　

要
支
援
１
ま
た
は
要
支
援
２
と

判
定
さ
れ
た
方
（
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
状
態
の
維

持
・
改
善
の
可
能
性
が
高
い
と
判

断
さ
れ
た
方
）
に
提
供
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

心
身
の
機
能
は
使
わ
な
い
と
次

第
に
衰
え
て
し
ま
い
ま
す
。
予
防

サ
ー
ビ
ス
は
、
要
支
援
の
方
が
要

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
提

供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

 
地
域
包
括 

 
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
… 

　

相
談
を
受
け
付
け
た
り
、
高
齢

者
を
見
守
っ
た
り
、
心
身
の
状
態

に
合
わ
せ
た
支
援
を
提
供
す
る
、

総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
拠
点
で
す
。

　

介
護
・
福
祉
・
保
健
の
専
門
職

が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
高
齢
者
を

支
援
し
ま
す
。

▼
セ
ン
タ
ー
の
役
割

○
地
域
の
高
齢
者
の
状
態
を
把
握

し
、
介
護
予
防
を
推
進
し
ま
す
。

○
高
齢
者
や
家
族
の
総
合
的
な
相

談
を
受
け
付
け
、
支
援
し
ま
す
。

○
高
齢
者
の
虐
待
の
防
止
と
権
利
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私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
二
本
松

城
跡
が
供
城
做
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
時
代
に
は
、
ど
の
よ
う
な
姿

で
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
今
そ

れ
は
ど
の
く
ら
い
残
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
疑
問
に
答
え

る
本
格
的
な
調
査
が
は
じ
ま
っ
た

の
は
、
平
成
十
年
の 
新 

し
ん 

城 
じ
よ
う 

舘 
の
調

た
て

査
か
ら
で
す
。

　

平
成
十
年
か
ら
、
二
カ
年
に
わ

た
っ
て
調
査
を
し
た
新
城
舘
は供
少

年
隊
の
丘
做
と
呼
ば
れ
る
、
本
丸

の
西
側
の
一
段
低
い
と
こ
ろ
に
あ

る 
平  
場 
で
す
。
蒲 
生

ひ
ら 

ば

    

氏
が
二
本
松

が
も
う

城
の
城
主
で
あ
っ
た
時
代
に
東
西

に
二
人
の
城
代
（
城
主
に
代
わ
っ

て
城
を
直
接
治
め
る
人
）
が
お
か

れ
、
東
城
（
松
森
舘
）
と
あ
わ
せ

て
西
城
と
呼
ば
れ
た
時
期
も
あ
る
、

舘
で
発
見
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
遺
構

は
、
ま
さ
に
こ
の
記
録
を
裏
付
け

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
発
掘
調

査
で
み
つ
か
っ
た
大
き
な
土
壙
は
、

伊
達
成
実
が
火
災
を
清
掃
し
た
ご

み
穴
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
畠

山
氏
の
時
期
（
一
四
四
〇
年
代
〜

一
五
八
六
年
）
に
「
本
丸
」
と
し

て
機
能
し
て
い
た
場
所
は
こ
の
新

城
舘
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
発
掘
調
査
と
、

文
献
記
録
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
本
当
の
「
二
本
松

城
」
の
姿
が
み
え
て
く
る
の
で
す
。

　

次
回
は
本
丸
の
西
側
、 

搦
手
門 

か
ら
め
て
も
ん

の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

た
い
へ
ん
重
要
な
役
割
を
も
つ
場

所
で
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、 

桁  
行 
四
間
× 
梁 

け
た 
ゆ
き 

は
り

 
行 
三
間
（
南
北
八
・
四
メ
ー
ト
ル

ゆ
き×

東
西
五
・
七
メ
ー
ト
ル
）、
東
西

両
側
に
幅
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の 
庇 

ひ
さ
し

を
も
つ 
掘  
立 

ほ
つ 
た
て 

柱 
建
物
跡
や
、

ば
し
ら

全
容
は
未
確
認
で
し
た
が
、
東
西

六
間
×
南
北
五
間
（
十
・
八
メ
ー

ト
ル
×
九
メ
ー
ト
ル
）
の
大
規
模

な
掘
立
柱
建
物
跡
な
ど
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模

な
建
物
は
平
成
三
年
の
本
丸
跡
の

調
査
で
も
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

他
に
、 

護  
摩  
壇 
の
よ
う
な
宗
教
的

ご 

ま 

だ
ん

施
設
と
考
え
ら
れ
る
平
坦
な
石
を

楕
円
形
に
敷
き
詰
め
た
石
組 
遺  
構 

い 

こ
う

や
、
石
組
み
の
水
路
お
よ
び 
暗  
渠 

あ
ん 
き
よ

な
ど
が
発
見
さ
れ
、
排
水
施
設
を

計
画
的
に
配
置
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
場
の

西
端
部
分
で
は
こ
の
平
場
を
取
り

囲
む
塀
跡
が
発
見
さ
れ
た
ほ
か
、

平
場
内
に
は
多
数
の
塀
跡
が
み
つ

か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
南
西
隅
に

発
見
さ
れ
た
直
径
四
・
三
メ
ー
ト

ル
、
深
さ
一
・
九
メ
ー
ト
ル
の
大

き
な 
土  
壙 （
人
工
的
に
掘
っ
た
穴
）

ど 

こ
う

に
よ
っ
て
、
こ
の
平
場
の
性
格
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
土
壙
の
中
に
は
大
量
の
炭

化
物
が
人
為
的
に
埋
め
ら
れ
て
い

て
、
底
面
付
近
か
ら
は
炭
化
し
た

カ
ヤ
が
平
ら
に
並
べ
ら
れ
た
状
態

で
固
ま
っ
た
も
の
や
、
炭
化
し
た

角
材
・
竹
、
焼
土
塊
な
ど
も
大
量

に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
掘

立
柱
建
造
物
が
発
見
さ
れ
た
付
近

で
は
大
量
の
焼
土
も
観
察
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
建
造

物
が
焼
失
し
た
痕
跡
で
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
こ
の
平
場
に
か
つ

て
「 
茅  
葺 
」
「
土
壁
」
「
木
造
」
の

か
や 
ぶ
き

建
造
物
が
存
在
し
て
い
て
、
あ
る

時
期
「
火
災
」
に
遭
い
焼
失
し
た

た
め
、
そ
れ
ら
を
こ
の
大
き
な
土

壙
に
埋
め
て
「
片
付
け
た
」
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

実
は
、
こ
の
こ
と
に
符
合
す
る

文
献
記
録
が
あ
り
ま
す
。「 
奥  
陽 

お
う 
よ
う

 
仙  
道 

せ
ん 
ど
う 

表 
お
も
て 

鑑 
か
が
み

」
や
「 
会  
津  
四  
家  
合  
考 
」

あ
い 

づ 

し 

け 

ご
う 
こ
う

に
は
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
、

畠
山
氏
が
伊
達
氏
と
の
戦
い
に
負

け
敗
走
す
る
際
に
、
「
本
丸
を
自

ら
焼
い
た
」
と
記
さ
れ
、
さ
ら
に

そ
の
後
に
入
城
し
た
伊
達
成
実
が

「
清
げ
に
清
掃
な
ど
し
て
」政
宗
を

迎
え
た
と
い
う
記
事
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
三
年
の
本
丸
跡
の

発
掘
調
査
で
は
、
火
災
の
痕
跡
さ

え
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

自
焼
し
た
と
記
さ
れ
た
記
録
の 
信 

し
ん

 
憑 
性
が
疑
わ
れ
ま
し
た
が
、
新
城

ぴ
よ
う

に
ほ
ん
ま
つ
の
城
あ
と
（
４
） 

〜
二
本
松
城
・
新
城
舘
の
発
掘
調
査
〜 

▲新城舘（少年隊の丘）調査全景

▲炭化物が大量に出土した土壙
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平成１８年度市税等納期一覧
二 本 松 市

摘　　要納期限期別税　　目納　　期

５月１日全軽 自 動 車 税４月１６日〜４月３０日４月

固定資産税の全期前納報奨金

差引納付は５月３１日までです。
５月３１日１固 定 資 産 税５月１６日〜５月３１日５月

市・県民税の全期前納報奨金

差引納付は６月３０日までです。
６月３０日１市民税および県民税６月１６日〜６月３０日６月

７月３１日

２固 定 資 産 税７月１日〜７月３１日

７月
１

国 民 健 康 保 険 税
７月１６日〜７月３１日

介 護 保 険 料

８月３１日２

市民税および県民税

８月１日〜８月３１日８月 国 民 健 康 保 険 税

介 護 保 険 料

１０月２日３
国 民 健 康 保 険 税

９月１日〜９月３０日９月
介 護 保 険 料

１０月３１日

３市民税および県民税

１０月１日〜１０月３１日１０月
４

国 民 健 康 保 険 税

介 護 保 険 料

１１月３０日５
国 民 健 康 保 険 税

１１月１日〜１１月３０日１１月
介 護 保 険 料

納期限日にご注意ください。１２月２５日

３固 定 資 産 税

１２月１日〜１２月２５日１２月
６

国 民 健 康 保 険 税

介 護 保 険 料

１月３１日

４市民税および県民税

１月１日〜１月３１日１月
７

国 民 健 康 保 険 税

介 護 保 険 料

２月２８日

４固 定 資 産 税

２月１日〜２月２８日２月
８

国 民 健 康 保 険 税

介 護 保 険 料

◎問い合わせ…収納課収納管理係

☆市税・介護保険料は必ず納期内に納めましょう

★市税等の納付は、便利な「口座振替」で !!

＊固定資産税、市・県民税の全期前納報奨金差引納付は、

第１期納期限日までです。
幻 弦験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

（金融機関で納付する場合はその金融機関の営業時間）
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ご利用ください！ 
相談業務を 
全店PM5：00まで 
　　　　　オープン 

詳しくは、最寄のまつしんのお店または、 
営業渉外担当者にお問合わせください。 

最優遇金利  期間限定 

変動金利 

保証料 
別　途 年1.05％ 

まつしん 
　　教育資金 
まつしん 
　　教育資金 
まつしん 
　　教育資金 

最優遇金利  期間限定 

変動金利 

保証料 
別　途 年1.00％ 

まつしん 
　カーライフプラン 
まつしん 
　カーライフプラン 
まつしん 
　カーライフプラン 

最優遇金利  期間限定 

3年固定 

保証料 
別　途 年0.95％ 

まつしん 
　　住宅ローン 
まつしん 
　　住宅ローン 
まつしん 
　　住宅ローン 

知

市役所 
　二本松市金色403－1 
　�（23）1111 
安達支所 
　二本松市油井字濡石1－2 
　�（23）1221 
岩代支所 
　二本松市小浜字北月山27 
　�（55）2111 
東和支所 
　二本松市針道字蔵下22 
　�（46）2111 
 
市ホームページアドレス 
http://www.city. 

nihonmatsu.lg.jp/

●人口と世帯数 
現住人口（２月１日現在） 
・人　口　男　31，636人 
　　　　　女　33，026人 
　　　　　計　64，662人 
・世帯数　　18，928世帯 
（※住民基本台帳人口） 
 
●今月の水道修繕当番 
　オオナミ㈱　 
　�（33）1001（昼間） 
　�（33）2412（夜間・休日） 

催　
　

し

　

「
原
始
布
」
と
も
呼
ば
れ
る
木
綿

以
前
の
葛
布
・
藤
布
な
ど
や
、
風

呂
敷
や
仕
事
着
、
多
く
の
端
布
を

集
め
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
ご
覧
い

た
だ
き
な
が
ら
の
講
演
で
す
。

日　

時　

３
月　

日
（
土
）

１１

午
前　

時
〜　

時

１０

１２

会　

場　

安
達
公
民
館

内　

容　

木
綿
以
前
の
布
、
原
始

布
に
つ
い
て
（
八
角
形
の
モ
チ
ー

フ
作
り
・
針
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

講　

師　

三
瓶　

清
子　

氏

（
庶
民
時
代 
裂 
研
究
会
員

ぎ
れ

第　

回
民
族
衣
装
文
化
功
労
賞

２５

「
き
も
の
文
化
賞
」受
賞
）

受
講
料　

無　

料

対
象
者　

市
民
お
よ
び
近
隣
市
町

村
に
お
住
ま
い
の
方

募
集
人
員　

先
着　

名
３０

申
込
締
切　

３
月
７
日
（
火
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

安
達
公
民
館
緯（　

）３
７
２
１

２３

※詳しくは、市コンサートホールにお問い

合わせください。緯＆ＦＡＸ（２２）５５０１

みちのく吟道交流会

連絡先：佐々木章
緯０２４（５９３）４２１７

開　演

１１：００

３月５日

（日）

第４回フィリアコンサート

「室内楽の楽しみ」

連絡先：三浦吉則
緯（２２）８９６５

開　演

１４：３０

３月１９日

（日）

ピアノ発表会

連絡先：大槻アートセンター
緯（２３）５５１４

開　演

１３：００

３月２１日

（火）

ピアノ発表会

連絡先：神野香成子　
緯（２３）４７４６

開　演

１３：３０

３月２６日

（日）

ピアノ発表会

連絡先：佐藤和子
緯（２２）５２６６

開　演

１３：３０

４月２日

（日）

と　き　３月１２日（日）

　　　　開演　午後３時

ところ　二本松市コンサートホール

曲　目　ベートーヴェン：ソナタOｐ．１７

（原曲：ホルン）

シューマン：アダージョとアレグロ

Oｐ．７０

ドニゼッティ：オーボエ・ソナタ

サン＝サーンス：オーボエ・ソナタ

入場料　一般　６，０００円

会員　５，０００円

（一般学生　３，０００円／学生会員　２，０００円）

◎連絡先…

協会事務局  （川崎）　　緯（２２）２４８１

二本松音楽協会　第５３回　定期演奏会

募　
　

集

〜世界的名手が贈る

多彩で豊かなオーボエの音色〜

宮 本 文 昭
オーボエ  リサイタル

安
達
文
化
講
座

「
布
で
包
む  
も
の
と
心
」

参
加
者
募
集

平成１８年度　有料広告募集中！（詳細は広報にほんまつ２月号２０ページに掲載）
問い合わせ・申し込み…秘書広報課広報広聴係
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二
本
松
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
協
会
で
は
、
本
市
を
訪
れ
る

多
く
の
観
光
客
に
市
内
の
観
光
地

や
史
跡
、
文
化
財
等
を
案
内
し
て

い
た
だ
く
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
対
象
者　

市
内
在
住
の　

才
１８

以
上
の
方
で
、
日
中
観
光
ガ
イ
ド

の
で
き
る
方
（
無
償
）

応
募
方
法　

観
光
課
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

随　

時

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

観
光
課
観
光
振
興
係

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
募
集

応
募
資
格

・
３
月
１
日
現
在　

歳
以
上

２０

・
都
市
計
画
に
関
心
の
あ
る
方

・
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き

る
方
（
年
２
回
程
度
）

・
議
員
、
公
務
員
で
な
い
方

・
特
定
の
主
義
主
張
を
公
表
す
る

目
的
を
も
た
な
い
方

応
募
方
法

　

持
参
提
出
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル

（
様
式
任
意
）

《
記
入
事
項
》

　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
性
別
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
（
携
帯
電
話
可
）、
職
業

（
勤
務
先
）、
応
募
の
動
機
（
簡
潔

に
）

応
募
締
め
切
り

　

３
月　

日
（
水
）

１５

そ
の
他

・
会
議
に
出
席
の
場
合
は
、
委
員

報
酬
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

・
第
１
回
の
会
議
は
３
月
下
旬
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
…

　

都
市
計
画
課
計
画
係

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

万
が
一
の
交
通
事
故
に
備
え
、

家
族
全
員
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

加
入
資
格

　

二
本
松
市
に
住
民
登
録
・
外
国

人
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

共
済
期
間

平
成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

１８

１９

年
３
月　

日
（
年
度
中
途
加
入

３１

者
は
加
入
日
の
翌
日
か
ら
）

会　

費　

年
間　

１
人
５
０
０
円

申
込
方
法

　

各
世
帯
に
配
布
さ
れ
る
申
込
書

に
会
費
を
添
え
て
、
区
長
ま
た
は

町
内
会
長
さ
ん
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

市
民
交
通
災
害
共
済

加
入
者
募
集

○ATMからキャッシュカード暗証番号の変更が可能です。 
　暗証番号は生年月日や電話番号、車のナンバーなど推測されやすい番号は避けてください。 
○ATMの1日あたりのご利用限度額が変更（50万円まで）となりました。 
　キャッシュカード等によるお引き出し限度額（振替、振込を含む）は50万円です。 
○預貯金者保護法の施行に伴い、キャッシュカード規定を変更いたしました。 
　詳しくはATMコーナーに掲示する【重要なお知らせ】ほか、当JA各支店にて配付している 
　規定をご覧ください。 

◆ご不明な点は、最寄りの当JA支店に 
　　　　　　　　　　お問い合わせください。◆ 

二本松市指定金融機関 

ＪＡみちのく安達 

ATM新規設置 
の お 知 ら せ 
ATM新規設置 
の お 知 ら せ 

大玉村大山地区　国道4号線沿いにオープンする 
『SUPER CENTER PLANTー5大玉店』店舗内に、 
ATM（キャッシュ）コーナーを設置いたします。 

都
市
計
画
審
議
会

委
員
募
集

　

都
市
計
画
事
業
の
推
進
に
関
す

る
基
本
的
か
つ
総
合
的
な
施
策
に

つ
い
て
、
調
査
・
審
議
す
る
二
本

松
市
都
市
計
画
審
議
会
の
委
員
の

一
部
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
数　

２
名

任　
　

期　

２
年

k
e
ik
a
k
u

@
c
ity
.n
ih
o
n
m
a
ts
u
.lg
.jp

　

お
近
く
の
各
住
民
セ
ン
タ
ー
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係
ま
た

は
各
支
所
市
民
生
活
課
生
活
係

〜
見
舞
金
の
請
求
を 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
〜

　

見
舞
金
支
給
の
算
定
基
礎
と
な

る
治
療
期
間
は
事
故
発
生
日
か
ら

１
年
以
内
で
、
請
求
期
間
は
２
年

以
内
で
す
。

必
要
書
類
等

　

交
通
事
故
証
明
書
、
診
断
書
、

会
員
証
、
印
鑑
、
被
害
者
本
人
の

通
帳

支給額災害の程度等級

１００万円死亡した場合１

３０万円入院通院２７０日以上２

１５万円１８０日以上３

７万円９０日以上４

５万円６０日以上５

４万円３０日以上６

３万円８日以上７

２万円７日以下８

３０万円

自動車損害賠償

保障法施行令

第１級または

第２級の障害

重度障害

見舞金

共済見舞金（通院期間は、治療実日数）

「広報にほんまつ」・「市ホームページ」に広告を掲載しませんか。
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14スカイピアあだたらのご利用は、便利でお得な「ポスポート券」をお奨めします！
パスポート券（１年券）温泉浴場・温泉プール共通大人１０，０００円

スカイピアあだたらのご利用は、便利でお得な「パスポート券」をお奨めします！
パスポート券（１年券）温泉浴場・温泉プール共通大人１０，０００円

　

③
定
年
の
定
め
の
廃
止

の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
導
入
に
あ
た
っ

て
、
各
種
助
成
事
業
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
二
本
松

　

緯
（　

）
０
３
４
３

２３

　

勤
労
者
互
助
会
は
、
市
内
の
未

組
織
事
業
所
で
働
く
従
業
員
お
よ

び
事
業
主
を
対
象
と
し
て
、
福
利

厚
生
事
業
や
親
睦
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

加
入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
交

流
の
場
、
家
族
サ
ー
ビ
ス
の
場
と

し
て
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

入
会
金　
　

１
，０
０
０
円

年
会
費　
　

１
，２
０
０
円

主
な
事
業　

貸
付
事
業
、
共
済
事

業
、
親
睦
事
業

◎
問
い
合
わ
せ
…

商
工
課
商
工
振
興
係
ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

０１２０－０３－５５９８ 

本　　店/〒964-0917 福島県二本松市本町2丁目99-2　�0243－22－5598
二本松斎場/〒964-0875 福島県二本松市槻木257-5

丸又葬儀社 有限
会社 

葬儀のすべてのご相談・ご用命は 

共済会員募集中 
全日本葬祭業協同組合連合会加盟 

やすらぎの丘 二本松斎場 

　

歳
未
満
の
定
年
制
の

６５あ
る
事
業
主
の
皆
様
へ

　

平
成　

年
４
月
１
日
の
「
高
年

１８

齢
者
雇
用
安
定
法
」
の
改
正
に
伴

い
事
業
主
は
、
原
則
と
し
て
本
人

が
希
望
す
る
限
り
、　

歳
ま
で
働

６５

き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

　

①
定
年
の
引
上
げ

　

②
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

雇　
　

用

障
害
者
の
雇
用
に

ご
協
力
を

　

「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
障
害

者
を
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

割
合
（
法
定
雇
用
率
）
は
１
．８
％

（
常
用
労
働
者　

人
に
１
人
）
と

５６

な
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
の
雇
用
に
あ
た
っ
て
、

各
種
助
成
・
支
援
制
度
等
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
業
所
は
も
と
よ
り

地
域
住
民
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
二
本
松

　

緯
（　

）
０
３
４
３

２３

二
本
松
市
勤
労
者

互
助
会
加
入
の
案
内

　

市
内
小
中
学
校
の
体
育
館
お
よ

び
屋
外
運
動
場
を
市
民
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体

等
へ
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

学
校
開
放
施
設

・
体
育
館
（
附
帯
設
備
含
む
）

・
屋
外
運
動
場

施
設
開
放
日
時

・
平
日

午
前
５
時
〜
午
前
７
時

午
後
６
時
〜
午
後　

時
１０

・
土
・
日

　

午
前
５
時
〜
午
後　

時
１０

※
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

利
用
対
象
団
体

　

教
育
委
員
会
に
利
用
団
体
と
し

て
登
録
・
承
認
さ
れ
た
団
体
（
社

会
教
育
団
体
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
団

体
）

利
用
手
続
方
法

①
各
地
区
公
民
館
（
二
本
松
中
央
・

安
達
・
岩
代
・
東
和
）
に
施
設

利
用
団
体
登
録
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

②
各
地
区
公
民
館
へ
利
用
申
請
し

許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
各
地
区
公
民
館

二
本
松
中
央
緯（　

）
５
１
２
１

２３

安　

達　
　

緯（　

）
３
７
２
１

２３

岩　

代　
　

緯（　

）２
２
６
０

５５

東　

和　
　

緯（　

）４
１
１
１

４６

ま
た
は

生
涯
学
習
課

社
会
体
育
係

市
立
学
校
施
設
を
開
放

教　
　

育

「いま拓く  豊かな未来  二本松」実現のために

あなたの意見を市政にお寄せください
　市では、市民の声が届きやすいまちづくりを次のような広聴

事業で推進しております。（２月号で詳細説明）

・２月号広報へ様式を挟み込んだ「まちづくり提案」

・常時設置してある「市民ご意見箱」等のほか

本庁、支所、住民センターの各担当におきましても随時市民の

皆様の声をお寄せいただいております。

◎問い合わせ…秘書広報課広報広聴係

平成１８年度　有料広告募集中！（詳細は広報にほんまつ２月号２０ページに掲載）
問い合わせ・申し込み…秘書広報課広報広聴係
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経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
難
し

い
小
・
中
学
生
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
へ
、
義
務
教
育
を
受
け
る
た
め

に
必
要
な
経
費
の
援
助
を
行
い
ま

す
。

対
象
者

　

小
・
中
学
校
に
通
学
す
る
お
子

さ
ん
の
保
護
者
で
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ
れ
に

準
ず
る
程
度
に
生
活
が
困
窮
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
方

援
助
対
象
経
費

　

学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
校

外
活
動
費
、
修
学
旅
行
費
、
学
校

小
・
中
学
生
の

就
学
援
助
制
度

ながめのやかた 

ホテル 

〒964－0074  福島県二本松市岳温泉1－85
TEL（0243）24－2101・24－2201 FAX（0243）24－2760

ht tp : / /www.naf .co . jp /Kounkaku/
E-mai l : sadohaz@hkg.odn.ne . jp

今年は気分を変えて「車座宴会」にしよう 今年は気分を変えて「車座宴会」にしよう !!!!今年は気分を変えて「車座宴会」にしよう !!
●6名様グループより40名様の団体まで 
　 ※御予算は御相談下さいませ  （ご予約受賜中） 
●歓送迎会などにもご利用下さい 
●ひな祭、ファミリープレゼント 
　　　　  5才以下の女児を無料招待 
　　  （3名様以上でお申し込みください） 

給
食
費
、
医
療
費
な
ど

申
請
方
法
等

　

通
学
す
る
学
校
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

学
校
教
育
課
管
理
係

暮　

ら　

し

　

平
日
に
お
仕
事
等
で
忙
し
い
方

や
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り

納
税
が
遅
れ
て
い
る
方
を
対
象
に

「
休
日
納
税
相
談
窓
口
」
を
開
設

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

休
日
納
税
相
談
窓
口
を

開
設

さ
い
。

日　

時
（
毎
回
日
曜
日
）

　

３
月　

日
・　

日
・　

日

１２

１９

２６

　

午
前
９
時
〜
正
午

会　

場

　

市
役
所
１
階
収
納
課

※
正
面
玄
関
右
奥
の
出
入
口
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
収
納
課
徴
収
係

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
毎
日
の
生
活
の

中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の

相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
身
近
な
相

談
相
手
で
す
。

人
権
相
談
所
を
開
設

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

相
談
日
時

　

３
月
２
日
（
木
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

相
談
場
所

　

自
治
セ
ン
タ
ー
（
２
階
）

　

（
本
町
・
久
保
丁
）

※
行
政
相
談
委
員
も
同
席
し
、
国
、

県
、
市
町
村
や
公
庫
・
公
団
な

ど
の
仕
事
に
関
し
て
の
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

生
活
環
境
市
民
生
活
係

　育児休暇は元来、女性が取るものだと考えら

れてきました。それは「女性は子供を産み、育

てるべきだ」という固定観念が人々の中にあっ

たからです。しかし、私はその考えは間違って

いると思います。子供は父親と母親がたくさん

の愛情を注ぐことですくすくと成長していきま

す。

　けれど、日本の場合を見ると、育児は女性の

仕事というように偏り気味です。外国の男性は

恥ずかしがることもなく、育児に積極的に協力

しています。日本の男性は育児に対して非協力

的だと思われがちですが、それは日本の雇用環

境にも問題があると思います。日本で男性が育

児休暇を取りたいと申請をすると、「男なのに

育児休暇を取るの？」というような見られ方を

されることがあります。しかし、そのような考

え方はナンセンスだと私は思います。

　現代は男女平等が叫ばれる時代です。社会は

もっと男性の育児休暇を公認し、男性も臆する

ことなく、育児に参加するべきです。

◎問い合わせ…改革推進課　男女共同参画係

　福島県が県内の小学生、中学生および高校生から
募集した「男女共同参画ティーンズメッセージ」の
中から、高校生部門の最優秀賞作品を紹介します。

ひとみらい　〜男女共同参画社会への道しるべ〜

「男性の育児休暇について」

県立平商業高等学校３年　 伊 
い

 東 　
とう

 由 
ゆ

 真  さん
ま

新幹線走行試験ご協力のお願い
　ＪＲ東日本では、新幹線の信号システム取替えに伴う装置

の動作確認のための試運転を計画しております。ご理解とご

協力をお願いいたします。

・試験区間　　那須塩原駅～仙台駅間

・試験期間　　３月１２日（日）～７月３０日（日）の間の、

日・木曜日の夜から翌日に渡り

・試験時間　　０時ごろ～５時３０分ごろ

◎問い合わせ…東日本旅客鉄道株式会社

仙台支社総務部企画室　緯０２２（２６６）９６０１

「広報にほんまつ」・「市ホームページ」に広告を掲載しませんか。
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空
気
の
乾
燥
す
る
春
先
は
、
山

火
事
の
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　

山
火
事
の
原
因
は
、
た
ば
こ
や

た
き
火
の
不
始
末
な
ど
人
為
的
な

も
の
が
多
く
、
火
の
扱
い
に
は
十

分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　

貴
重
な
財
産
で
あ
る
山
の
緑
を

み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

（
安
達
地
方
広
域
行
政
組
合

消
防
本
部
）

塩沢2丁目 
住宅団地 

至郡山 

二本松病院 
● 

●警察署 

郵便局 

●市立塩沢小学校 至
仙
台
　
東
北
自
動
車
道 

市
道
若
宮
・
鉄
扇
町
線 

市道塩沢・末広町線 
●市立塩沢幼稚園 

●塩沢住民センター 

東北本線 

国道4号 

大隣寺 
● 

〒 
二本松駅 

ヨークベニマル 
● 

二本松 
I.C

〒964‐0994　二本松市南町225　お問い合わせは 

木の優しさに包まれて暮らしませんか 木の優しさに包まれて暮らしませんか 

「森林浴の家」 「森林浴の家」 「森林浴の家」 「森林浴の家」 
4月中旬完成売り出し 

耐震性を二倍に高め、無垢材をふんだんに使い、 
木の香りを感じる、心にも体にも安心の100年住宅です。 
森のやすらぎを是非一度ご体感下さい。 

YAMAN I ヤマニ建設株式会社 
0120‐22‐1409

100年
 

住 宅
 

暮　

ら　

し

　

事
業
所
や
商
店
等
で
、
取
り
引

き
ま
た
は
証
明
行
為
に
使
用
さ
れ

て
い
る
「
は
か
り
」
は
、
計
量
法

に
基
づ
き
２
年
に
１
度
定
期
検
査

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

検
査
対
象

・
平
成　

年
度
に
検
査
を
受
け
た

１６

は
か
り

・
現
在
使
用
し
て
い
る
が
検
査
を

受
け
て
い
な
い
は
か
り

【
取
引
行
為
の
例
】

・
ス
ー
パ
ー
等
で
の
商
品
計
量

・
宅
配
便
取
扱
店
で
の
計
量

【
証
明
行
為
の
例
】

・
健
康
診
断
票
等
に
記
載
す
る
体

重
の
測
定

・
牛
、
馬
を
登
録
す
る
際
の
体
重

計
量

検
査
予
定
日

・
所
在
場
所
検
査

　

４
月
３
日
〜　

日
１４

・
集
合
場
所
検
査

　

５
月
８
日
〜　

日
１９

◎
問
い
合
わ
せ
…

商
工
課
商
工
振
興
係
ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

山
火
事
に
注
意
！

　

施
設
内
の
機
器
点
検
の
た
め
臨

時
休
業
い
た
し
ま
す
。

臨
時
休
業
日

　

３
月
２
日
（
木
）

※
前
日
が
定
期
休
業
（
１
日
）
の

た
め
連
休
と
な
り
ま
す
。

※
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
券
の
更
新
が

お
済
み
で
な
い
方
は
、
ご
利
用

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ス
カ
イ
ピ
ア
あ
だ
た
ら

臨
時
休
業

計
量
器
検
査
の
お
知
ら
せ

２月の市内商品価格
〜お買い物の目安にしてください〜

※消費生活のトラブルのご相談は、福島県消費生活セ
ンター緯０２４（５２１）０９９９までご相談ください。

対前
月比
（％）

前月調
査平均
価格
（円）

今月調
査平均
価格
（円）

規　　格品　目

▲２．１１４６１４３甘塩切身１００守塩 さ け

▲４．２２４１２３１１手キャベツ

２．９１６７１７２もも肉中１００守豚 肉

▲１２．８１８８１６４
Ｍサイズ
１パック１０個入り

鶏 卵

４．０３２１３３４赤みそ１手み そ

１．６１７８１８１
上白糖ポリ袋
１手入り

砂 糖

６．５１，３４５１，４３３
白灯油１８狩
（配達）

灯 油

０．１６，６８６６，６９６
家庭用
１０弱使用価格

L P G

二本松警察署からお知らせ

特　徴　点　等
◎　倉庫荒らしは、西勝田地内で発生し、チェーンソーが被害に遭ってい

ます。チェーンソーや農耕機械が盗難に遭う事件は、昨年から続発して

いますので、盗難に遭わないよう注意するとともに、情報をお持ちの方

は、警察署に連絡してください。

◎　昨年、広島県と栃木県で、女子児童誘拐殺事件が発生しました。二本

松市内で起こる可能性も十分にあり得ます。子供は「地域の宝」です。子

供たちが安全で安心できる地域づくりのために、ひとりでも多くのご協

力をお願いします。

二本松警察署ホームページ

http://www.pref.fukushima.jp/police/nihonmatsu/

合　計東和支所
管内

岩代支所
管内

安達支所
管内

本庁
管内

１１空き巣
侵
入
盗

０事務所荒らし

３１１１その他

４２２万引き非
侵
入
盗

５５車上狙い

１０２８その他

１１自転車盗乗
物
盗 １１その他

８１２５そ の 他

３３１５４２３合 計

犯罪発生状況（平成１８年１月）

平成１８年度　有料広告募集中！（詳細は広報にほんまつ２月号２０ページに掲載）
問い合わせ・申し込み…秘書広報課広報広聴係
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3 月 図書館だより 

 行事・事業のお知らせ 

※新着本のご案内

★「ビジュアル・ワイド明治時代館」

★「旬の地魚料理づくし」→日本各地の地魚料理約５００例を収録。魚に関す

るうんちくもいっぱい。

★「国際理解に役立つ世界の民族音楽（全６巻）」

★「洋書の絵本・小説」→「ハウルの動く城」や「チョコレート工場の秘

密」でおなじみのダイアナ・ウィン・ジョーンズや、ロアルド・ダールの

作品など数点入りました。英語はちょっと…という方も、絵本ならばお手

にとりやすいのでは？ぜひどうぞ。

※新着ＣＤ

★香田晋全曲集★氷川きよし演歌名曲コレクション白雲の城★宮崎駿作品

集（オルゴール曲）★名探偵コナン　テーマ曲集

◎特設コーナー『受賞作品原画展』開催中錘
２月１９日掌～３月５日掌 　ふくしま絵本と子どもの会主催　第一回ふく

しま絵本賞　特別賞受賞作品『鐙（あぶみ）がふちのかっぱ』（新殿地区に

伝わる昔話）

◎３月の休館日
６日捷、１３日捷、２０日捷、２１日昇春分の日、２７日捷、３１日晶月末整理
★春休み期間中は、開館時刻が午前９時になります（３月２４日～４月５日まで）

◎３月のおはなし会

　と こ ろ　新殿住民センター（旧　新殿公民館）

　と　　き　３月１８日（土）　午後１：３０から午後３：００ころまで

　ないよう　・おあそび・本の読み聞かせ・つくってあそぼう

☆対象は幼児から小学生ですが、家族皆さんで楽しんでください。

◎問い合わせ…岩代図書館　緯（５５）３２５５

葛「あの日にドライブ」荻原浩著→哀愁と感動の傑作長編

小説。人生、今からでも車線変更は可能だろうか。元銀行

員のタクシー運転手は、自分が選ばなかった道を見てやろ

うと決心した。

葛「気分はもう裁判長」北尾トロ著→ボクだって犯人かも、

身近で小さないざこざから、窃盗・殺人にいたるまで—。

法廷を覗けば、どんな事件にも人間ならではのドラマがあ

る。「裁判なんて、カンケーないよ」というあなたに、ス

リリングでエキサイティングな傍聴の世界へご招待。

葛子供さん向けの本格的な料理本、昆虫や天体に関する本

を数多く取り揃えました。

◎新着本については、市のホームページでもご覧いただけ

ます。ぜひご活用ください。

 新 着 本 の ご 案 内 

二 本 松 図 書 館

岩 代 図 書 館

ま ち の 情 報

〜下川崎幼稚園からのお手紙〜

歩いて白鳥さんに会えるよ！
　白鳥との再会をずっと楽しみにしていた園児たち。

「おいで、おいで」「おいしいよ！」「いっぱい食べてね。」

「あっぼくの食べた！」「何お話してるの？」「けんかし

ちゃだめだよ」…と冬の友だちとのすてきな会話です。

　４年前から飛来しています。水原川飛来地から毎朝・

晩、飛んで来ています。（水原川下流にて）

株式 
会社 不動産管理部 佐藤組 
〒964－0901 二本松市表1丁目552－7 

TEL0243－22－8575 
http://www.satou-gumi.co.jp

直 通 

低 家 賃 宣 言 

〜地域の話題・情報をぜひお寄せください〜
（秘書広報課広報広聴係）

◎移動図書館車「まつかぜ号」運行日程

第４コース　２日昭

 原瀬小学校 → 箕輪集会所 → 西池団地 → 高越会館 
１２：３０～ １４：００～ １４：４０～ １５：２０～

第５コース　７日昇

 杉田小学校 → 杉田住民センター → 新座団地 → 二本松病院 →
１２：２０～ １４：２０～ １４：５０～ １５：２０～

 第三中学校 
１６：１０～

第６コース　９日昭

 石井小学校 → 第二中学校 → 石井小学校 → 地域文化伝承館 →
１１：４０～ １２：３０～ １３：００～ １４：１０～

 石井住民センター → あぶくま台 
１４：４０～ １５：１０～

第７コース　１４日昇

 大平小学校 → 大平住民センター → あだたら荘 
１２：２０～ １４：０５～ １４：４０～

◎４月の特別整理期間のお知らせ
　特別整理期間のため４月７日晶～２０日昭までは、休館と
なります。図書等の返却は、ブックポストへ。

◎問い合わせ…二本松図書館　緯（２３）５０８２

◎３月の休館日
　６日捷、１３日捷、２０日捷、２７日捷、３１日晶→月末休館、
（２１日の祝日は開館いたします。）

◎おはなしのへや
　今月は、３月４日松午前１１時～１１時３０分。テーマは、「春
がきた」です。

「広報にほんまつ」・「市ホームページ」に広告を掲載しませんか。
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保 健 と 育 児

国
民
年
金
保
険
料
、 

　

納
め
忘
れ
は 

　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

公
的
年
金
は
、
将
来
の
経
済

社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う

と
も
、
や
が
て
必
ず
訪
れ
る
長

い
老
後
の
収
入
確
保
を
約
束
で

き
る
唯
一
の
も
の
で
す
。
こ
の

公
的
年
金
制
度
を
支
え
て
い
る

の
が
、
保
険
料
で
す
。

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加

入
者
は
、
保
険
料
が
給
与
天
引

き
と
な
り
、
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
国
民
年
金
の
保
険

料
は
、
口
座
振
替
の
方
を
除
き
、

自
分
で
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、「
つ
い
う
っ
か
り
」、

「
ち
ょ
っ
と
苦
し
く
て
」
な
ど

の
た
め
に
、
納
め
忘
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
や
お
手

元
の
納
付
書
な
ど
で
、
も
う
一

度
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
、
強
制
徴
収
の
対
象
と
な
っ

た
り
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

第
２
土
曜
日
は
、 

　

年
金
相
談
を
実
施

　

県
内
の
各
社
会
保
険
事
務
所

や
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
第
２
土
曜
日
の
休
日
開
庁

と
、
毎
週
月
曜
日
の
受
付
時
間

の
延
長
を
行
い
年
金
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

平
日
の
相
談
時
間
で
は
来
所

で
き
な
い
方
な
ど
は
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

・
第
２
土
曜
日
の
開
庁
時
間

　

午
前
９
時　

分
〜

３０

　

午
後
４
時

・
月
曜
日
の
受
付
延
長
時
間

　

午
後
７
時
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ

東
北
福
島
社
会
保
険
事
務
所

緯
０
２
４（
５
３
４
）
０
４
４
４

ま
た
は
市
役
所
国
保
年
金
課
国

民
年
金
係

年　
　

金

育　児　教　室

摘　要場　所日時（受付時間）種　別

保護者同伴であればど
なたでも参加できます。
年齢制限はありません。

安達
保健福祉
センター

１０：００～

１１：３０

３月２日昭、
１６日昭

育児
クラブ

（旧安達町地域）

場　所日時（受付時間）種　別

東和保健
センター

１０：００～３月１日昌、１５日昌育児サークル

９：００～１１：００３月１日昌育児相談

（旧東和町地域）

摘　要場　所日時（受付時間）種　別

２歳児からの親子
対象

子育て
支援
センター
（二本松保健
センター２階）

１０：００～
１１：３０

１日、８日、
１５日、２２日、
２９日

育児の
ひろば
（毎水曜）

０歳・１歳児親子
対象

１０：３０～
１１：３０

３日、１０日、
１７日、２４日

親子教室
（毎金曜）

０歳～親子対象（手づ
くりおもちゃ、手遊び）

原セ地区
８区集会所

１０：００～
１１：３０

３月２８日昇
子育て
ひろば

（旧二本松市地域）

場　所日時（受付時間）種　別

子育て支援センター
（小浜保育所内）

９：３０～
１１：３０

３月２日・６日・９日・１３日・
１６日・２０日・２３日

すくすくサークル
（月・木曜）

（旧岩代町地域）

乳幼児健康相談

※受付時間場　所期　日３月健康相談該当者

９：００～９：３０
８：４０～９：００

安達保
健福祉
センター

３月１４日昇
平成１７年８月生６か月児

平成１７年２月生１２か月児

（旧安達町地域）

※受付時間場　所期　日３月健康相談該当者

９：５０～１０：００
岩代保健
センター

３月８日昌
平成１７年８月生６か月児

平成１７年２月生１２か月児

（旧岩代町地域）

備　考場　所実施日種　別

９：００～９：１５東和保健センター３月２日昭
マタニティ教室

（母子健康手帳交付）

（旧東和町地域）

母　親　教　室

申し込み…実施日２日前までに二本松保健センターへ申し込みください。

対象者場　所受付時間テーマ実施日

妊娠５か月
以降で体調
のよい方

二本松
保健
センター

１３：００～

１３：３０

簡単でおいしい離
乳食（準備期・初
期メニュー）

３月３日晶

各自申し込みいただき、無料で参加いただけます。（旧二本松市地域）
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３月５日
緯（２２）３００１市 内 若 宮勝 安 齋 内 科 胃 腸 科 医 院

緯（２２）０６８２市 内 根 崎整形外科内科　 小林医院

緯（５５）２３０３市内小浜（◎）和 田 医 院

緯（３３）２７２１本宮町字南町裡勝 慈 久 会　 谷 病 院 ＊

３月１２日
緯（２２）０５７０市 内 本 町佐久間内科小児科医院＊

緯（２２）３１００市 内 住 吉勝 辰 星 会　 枡 記 念 病 院

緯（４６）２００１市内針道（◯）小 野 崎 医 院 ＊

緯（３３）４１４１本宮町字舘町兼 谷 胃 腸 科 外 科 医 院

３月１９日
緯（２２）９２５５市 内 表勝ダザイ胃腸科内科医院

緯（２４）２８３０市 内 岳 温 泉東 雲 堂 医 院

緯（５６）２４６１市内百目木（◎）岩 代 国 保 診 療 所

緯（３３）５８６６本宮町字荒町勝 上 遠 野 内 科 医 院 ＊

３月２１日
緯（２２）００３５市 内 松 岡土 川 産 婦 人 科 医 院 ＊

緯（２２）５６３６市 内 油 井勝 高 橋 内 科 医 院

緯（３４）４１００本宮町字仲町池 田 眼 科 医 院

３月２６日
緯（２２）６６８８市 内 槻 木土 川 内 科 小 児 科 ＊

緯（２３）２６２７市 内 油 井勝菊慈会きくち整形外科

緯（６６）２１２２市内針道（◯）勝博愛会　東和クリニック＊

緯（３３）１０８８本宮町字仲町勝 国 分 整 形 外 科 医 院

４月２日
緯（２２）２８２８市 内 本 町勝 辰 星 会　 枡 病 院

緯（２２）８８００市 内 油 井勝かさい小児科クリニック＊

緯（５５）２３０３市内小浜（◎）和 田 医 院

緯（３３）３７１１本宮町字万世今 野 外 科 整 形 外 科 医 院

休日当番医

▽診療時間／（９：００～１７：００）
　旧岩代（◎）、東和（◯）の医療機関は正午まで
＊印は、診療科目に小児科の表示がある医療機関

（注意）１２月１日の合併により医療機関名称が変更になっておりま
す。医療機関の場所、診療時間については確認の
うえ受診してください。（下記緊急歯科当番医含む）

乳幼児健康診査
（３月までは旧市町保健セン
ターで受診ください。会場変
更希望の方は、事前に各保健
センターにご連絡ください。）

愛の献血にご協力ください！　３月１５日（水）　岩代支所　９：００〜１１：００　新興製靴工業㈱岩代工場前
１２：４０〜１４：３０　岩代精器㈱　１５：００〜１６：００　◎問い合わせ…岩代支所保健福祉課保健係　緯（６５）２８２０

（注意）休日緊急歯科当番医は、緊急な場合の応急処置的な治療を
目的に開設しております。緊急を要しない場合や高度な治療を必要
とする場合は、通常の開業時間に受診ください。

休日緊急歯科当番医

３月５日
緯（２２）３９６６油　 井歯 科 渡 辺 ク リ ニ ッ ク

３月１２日
緯（２２）０３９７榎　 戸あ だ た ら 歯 科 医 院

３月１９日
緯（２３）５１５２亀　 谷三 愛 歯 科 診 療 所

３月２１日
緯（２２）００５７本　 町渡 辺 歯 科 医 院

３月２６日
緯（２３）１９９０本　 町枡 病 院 歯 科

４月２日
緯（２２）３９６６油　 井歯 科 渡 辺 ク リ ニ ッ ク

▽診療時間／（１０：００～１６：００）

  3月の 
〈営業時間〉 

月・火・木・金  15：00～19：00 
土・日・祝日  11：00～19：00

シンシア号店 080－1800－6255（電話予約大歓迎） 

旧四号線 

佐藤正商店 

至福島 至郡山 

土川医院 

郵便局 

3月限定「たけのこコロッケ」1ヶ　105円 

（部活・スポ少・イベントに…個別の袋にお入れ致します） 

人気 人気 前日まで予約頂ければお届けOK 
但し土・日・祝日に限り!!

相続・遺言無料相談会 
◇4月1日（土）午後2時～4時 

◇二本松市勤労者研修センター（郭内北小隣り） 

◎電話かFAXでご予約下さい 

石川てるお 行政書士  事 務 所  
TEL/FAX（0243） 
23－4460

◎遺言お勧めケース②「相続人同士が不仲である」 
＊守秘義務を守りますので安心してご相談ください。 

☆１０か月児健診の際、保護者の方の歯科指導も合わせて行いますの
で、歯ブラシを持参してください。

(旧二本松市地域）

※受付時間場所期　日３月健康診査該当者

１３：００～１４：００
二本松
保健
センター

３月１４日昇平成１７年１１月生４ か 月 児

３月１６日昭平成１７年５月生１０か月児

３月１３日捷平成１６年８月生１歳７か月児

３月１５日昌平成１４年１１月生３歳４か月児

※受付時間場所期　日３月健康診査該当者

１３：００～１３：２０
１３：２０～１３：４０安達保

健福祉
センター

３月１４日昇
平成１７年１１月生３ か 月 児

平成１７年５月生９ か 月 児

１２：４５～１３：４５３月８日昌
平成１６年
６月～８月生

１歳６か月児

（旧安達町地域）

※受付時間場所期　日３月健康診査該当者

１３：００～１３：１０
岩代
保健
センター

３月８日昌
平成１７年１１月生３ か 月 児

１２：４５～１２：５５平成１７年５月生１０か月児

１２：３０～１３：００３月７日昇
平成１４年
１０月～１１月生

３ 歳 児

（旧岩代町地域）

※受付時間場所期　日３月健康診査該当者

１３：００～１３：１５
東和
保健
センター

３月２日牙

平成１７年１１月生３ か 月 児

平成１７年７月生７ か 月 児

平成１７年４月生１０か月児

（旧東和町地域）

健康相談日程

担当者受付時間場　　所期　日

保健師
９：００～１１：３０杉田住民センター

３月１日我
１３：３０～１５：３０塩沢１０区集会所

保健師・栄養士・
歯科衛生士９：００～１１：３０

二本松保健センター３月３日画

保健師・歯科衛生士石井１６区集会所３月６日俄

（旧二本松市地域） ◎問い合わせ…二本松保健センター

摘　　要受付時間場　　所期　日

予約制：２日前まで
に連絡ください。

９：３０～１１：３０岩代保健センター３月７日昇

（旧岩代町地域）

摘　　要受付時間場　　所期　日

直接おいでください。
９：００～
１１：３０

安達保健福
祉センター

３月６日・１３日・２０日・
２７日（毎月曜）

◎問い合わせ…安達保健福祉センター緯（２３）９０７６（旧安達町地域）

◎問い合わせ…岩代保健センター緯（６５）２８２０
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○
審
査
長
コ
メ
ン
ト

沿
道
を
埋
め
つ
く
し
た
観
客
が
見
守
る
前
で
、

「
さ
ぁ
ー
、
行
く
ぞ
」
と
に
ら
み
合
う
山
車
。
勇
壮

に
山
車
を
ぶ
つ
け
合
う
祭
り
が
、
一
目
で
わ
か
る

作
品
で
す
。

　合併記念事業・西城

秀樹トークショーを開

催します。脳梗塞の発

症、闘病生活、そして、

その後の復活に賭けた

人生を語っていただき

ます。トークの相手は、

ＮＨＫテレビ「今日の

料理」に出演していた、

村松真貴子アナウンサーです。

日　　時　３月１９日（日）　１３：００開場

　　　　　　　　　　　　１３：３０開演

会　　場　二本松市安達文化ホール

講 演 者　西城　秀樹（歌手、俳優）

　　　　　村松真貴子（アナウンサー、

エッセイスト）

チケット料金　１，０００円（全席自由）

チケット販売　安達地区内各公民館

◎問い合わせ…安達公民館　緯（２３）３７２２

朝河貫一博士顕彰講演会
　二本松市出身で米国イェー

ル大学名誉教授を務め、東西

比較法制史の世界的権威者で

あり、国際的知識人でもあっ

た、“最後の日本人”と称され

た朝河貫一博士の人物像と偉

大な業績について理解を深め

ていただくため、講演会を開

催します。（自由参加）

日　時　３月１１日（土）午後１時３０分

会　場　二本松市コンサートホール

内　容［講　演］～邦訳『入来文書』出版記念～

　　　　　　　　『入来文書』と朝河史学

　　　　　　　　講師：横浜市立大学名誉教授・

矢吹　　晋　氏

　　　［対　談］～『入来文書』出版の

エピソードを混じえて～

　　　　　　　　「今後の朝河博士顕彰を探る」

　　　　　　　　対談者：横浜市立大学名誉教授・

矢吹　　晋　氏

　　　　　　　　朝河貫一博士顕彰協会事務局長・

糠澤　修一　氏

◎問い合わせ…文化課文化振興係

西城秀樹トークショー
「あきらめない  〜脳梗塞からの挑戦〜」

合併記念事業

○審査長コメント

うっすらと降り積もった雪道を色鮮やかな五反旗が練り

歩く。旗を中心にした構図で、長い一本の旗がこの作品

を力強くしています。

大胆な構成が良かったと思います。

福島市　佐々木　秀雄さん（７１）

針道のあばれ山車　最優秀賞

タイトル「針道のあばれ山車」

仙台市　千葉　　弘さん（７０）

木幡の幡祭り　最優秀賞

タイトル「雪道を 驀  進 」
ばく しん

（審査長・福島民報社写真部長　菅野秀男さん）

フォト
コンテスト

　去る２月１１日、「針道のあばれ山車」・「木幡の幡祭り」フォト

コンテストの表彰式が行われ、両コンテストの最優秀受賞者ほ

か入賞作１０作品に表彰状が贈られました。


